
F`角籠|
難
=:=藤零鮮ヨ苺
爾本 社 会 襲 難 大 学  轟轟 金

社会福祉セミナー in富鶉
参加費
無料

定員30名

東日本大震災から15年の
ソーシヤルワーク実践を振り返リ
今後の取り組みを考える

東日本大震災から15年。

被災地宮城の実践から学ぶ。

2026年8月 22日 (土 )13i30～ 16i30
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イ山台市青葉区桜ヶ丘公園4-1

屁目滲
13:30 開会あいさつ 堀口頼章 (同窓会宮城県支部長)
13:35 基 :i周講演
「東日本大震災における様々な被災者支援の実践をたどる」

日本社会事業大学大学院 福祉マネジメント研究科 准教授 北川進 氏

14115 パネルデイスカッション
テーマ「東日本大震災の取組みからつながつた成果と、活かされない課題」

① 登壇者

南三陸町社会福祉協議会 事務局長兼地域福祉課長 高橋吏佳 氏

石巻市雄勝歯科診療所 所長/男の介護教室 主宰 河瀬聡一朗 氏

社福法人みちのく大寿会 特別養護老人ホーム久慈平荘 副施設長 野田大介 氏(岩手県支部)

蝙進行東北福祉大学総合福祉学部准教授大石剛史氏

15120 イ木兎員、
15130 参加者によるグループ討議
テーマ「災害時にいきる平時の取り組み、その要素とは」
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